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（２）徽音祭常設展示ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブータンの教育における地域格差と 

人々の考え方 
文教育学部人文科学科１年 

小宮 雪鹿 
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ブータンの都市化における 

伝統建築の共存と住民意識 

共創工学部人間環境工学科１年 

小山 舞桜 
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ブータン国民の宗教に対する認識 

共創工学部文化情報工学科１年 

奥出 真彩子 
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ブータンの初等教育を取り巻く環境 

文教育学部人間社会科学科２年 

渡辺 夢子 
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ブータンにおける「人を育てる」営みの実態 

－ECCD 現地調査から探る子ども観－ 

文教育学部人間社会科学科３年 

白川 乃倫子 
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カンボジアにおける家族のつながりについて 

文教育学部人文科学科１年 

酒井 友里 
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カンボジアにおける IT の 

広がりともたらされた変化 

生活科学部人間・環境科学科２年 

田中 未織 
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カンボジアの義務教育と国民の意識 

生活科学部人間生活学科２年 

三輪 楓花 
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カンボジアにおける幼児の子ども観について 

生活科学部人間生活学科４年 

山﨑 菜乃香 
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（３）大学ウェブサイトでの報告 

【スタディツアー報告】 

2024 年度ブータンスタディツアー実施報告 

2024 年 8 月 20 日から 28 日にかけて、2024 年

度「国際共生社会論実習」の一環として、ブータ

ンでの現地調査（スタディツター）を実施しまし

た。 

 

今年度の参加者は、学部 1 年生 3 名、2 年生 1

名、3 年生 1 名の計 5 名でした。参加者は各自

の専攻分野や興味に基づき、「ブータンの都市

化における伝統建築の共存と住民意識」、

「ブータンにおける宗教と国民の関係性」、「ブータンにおける教育の地域格差と教育価値」、

「ブータンにおける初等教育を取り巻く環境」、「ブータンにおける教育と子ども観の関係性」などを

研究テーマに設定し、現地での視察やインタビューを行いました。 

 

現地調査中は首都のティンプーに 3 泊、ハに 2 泊、パロに 2 泊の滞在をしました。パロ空港に到

着すると、ガイドさんとドライバーさんから歓迎の意味を込めて白い布を首に掛けられ、心温まる

出迎えを受けました。ティンプーでは JICA ブータン事務所、ブータン日本語学校、キリスト教の教

会、私立小学校、教育・技能開発省、ヒンドゥー寺院、伝統技芸院を訪問しました。日本語学校の

方々とは市内散策を楽しみ、日本語や英語でコミュニケーションをとりながら土産物を見たりお茶

をしたりして親交を深めました。他にも、チャンリミタン競技場やキラの生地を扱うお店を訪れまし

た。 

 

ティンプーから車で 3 時間半の距離にあるハで

は、公立小学校と ECCD（Early Childhood Care 

and Development、早期幼児ケア・開発）センタ

ーを訪問し、都市部と地方、私立と公立の教育

の違いを比較しました。また、JICA 海外協力隊

として現地で体育を教えている髙江洲さんとも

お会いし、現地の子どもの生活の様子について

学びました。ハ滞在中は農家にホームステイし、

エマダツィ（唐辛子をチーズで煮込んだ料理）や

JICA ブータン事務所訪問 

ブータン日本語学校での交流会 
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パクシャパ（豚肉と大根を煮込んだ料理）などブータンの伝統料理の数々を堪能しました。夕食時

には、農家のお父さんからヤク飼い時代の話を聞いたり、お坊さんである弟さんからチベット仏教

の教えを伺ったりしました。 

 

パロでは、いくつかのラカン（寺院）やタクツァン僧院へのハイキング（片道約２時間）に行きました。

ガイドの方の解説を聞きながら五体投地を実践し、チベット仏教を肌で感じました。 

 

スタディツアー中は、ブータンの唐辛子料理を

毎回の食事で楽しみ、伝統建築の美しさに心を

奪われ、人々の優しさに癒されるなど、ブータン

の文化や人々に深い感銘を受けました。小学

校 2 校と ECCD センター3 か所を訪問し、現地

の先生や子どもたちと交流しました。子どもたち

はとても人懐っこく、可愛らしいうえに、英語で

の会話も楽しむことができました。特に、都市部

の小学校の子どもたちが流暢で聞き取りやす

い英語を話していたのが印象的でした。これは、幼少期からインターネットで英語の動画をよく視

聴していることが背景にあるようです。また、山が好きな私は、どこからでも見える山々の景色に

心躍る思いがしました。人々の生活の様子や建築、そして豊かな緑に囲まれた風景に懐かしさを

感じ、ブータンはとても居心地の良い国だと感じました。 

 

ツアーを通じて感じたことは、ブータンは新旧が

混在しているということです。例えば、ハの公立

小学校では、年季の入った教室で生徒がヨーロ

ッパの学習ツールを使ってパソコンで個人学習

をしている光景が見られました。公立の ECCD

センターでは、基本的に子どもと教師は公用語

のゾンカ語で話す一方、掲示物のほとんどが英

語でした。教育省の職員の方によれば、ブータ

ンの教育は、伝統文化のなかで生きる力と、グ

ローバル社会で活躍できる力の両方を育むことを目指しているとのことです。ブータンには信号機

が一つしかなく、それも手信号です。手信号の勤務が終わると信号なくなり、車はお互い譲り合い

ながら道を進むことになります。移動中は、牛や馬、鳥、犬が道路を歩いているため、彼らが道路

教育・技能開発省でのインタビュー 

公立小学校訪問 
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を渡り終えるまで車が止まるという光景が度々見られました。ブータンでは動物が赤信号の代わ

りをしているのです。事故がないわけでもないようですが、それでも、信号機がなくても交通が成り

立っていることに感動しました。高齢者もスマートフォンを使いこなしている一方で道路に信号はな

いという、新しいものと古いものが混交しているような状況が面白く、ブータンへの興味がさらに湧

きました。 

 

さらに、実際に現地を訪れることの重要性を改めて実感しました。チベット仏教の価値観について

は、ガイドさんやお坊さんの話を日常生活の一コマに照らし合わせながら少しずつ理解しました。

家々に立つカラフルな旗、至る所にあるマニ車、数珠を持ちながらお経を唱えつつ時計回りに歩く

お年寄りの姿を目にして、チベット仏教が人々の生活に深く根付いていることを実感しました。また、

王家の写真が家やブローチなど様々な場所に飾られていることにも新鮮な驚きを覚えました。ど

の場面を切り取っても、必ずその一枚の中にチベット仏教や王家の息づかいを感じることができる

のです。これらは、ブータンに足を運び、五感で味わったからこそ得られた気づきです。現地の食

事を味わい、ブータンの人々と触れ合い、建建築物や自然に囲まれるなかで、ブータンを肌で感じ、

その意義を深く理解することができました。 

 

今回のスタディツアーの経験を振り返り、事後学習を通じてさらに深めることで、ブータンへの理

解を一層深めるとともに、他地域における異文化理解にも繋げていきたいです。 

 

（文教育学部人間社会科学科子ども学コース 3 年 白川乃倫子） 

 

 

私立小学校訪問 ジャガイモ仕分け作業のお手伝い 
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2024 年度カンボジアスタディツアー実施報告 

2024 年 9 月 20 日から 27 日までの間、カンボ

ジアスタディツアーに参加しました。首都のプノ

ンペン、世界遺産アンコール・ワットが佇む観光

地のシェムリアップとその周辺、首都プノンペン

から車で 2 時間程度、のどかな雰囲気のタケオ

の三地域をまわりました。各々の研究テーマに

関連した施設を訪問し、現地の方々へインタ

ビューを実施しました。履修者 4 名のうち 3 名

が初めての海外だったこともあり、目に映るす

べてのものが新鮮でした。 

 

私はカンボジアの義務教育に焦点を当てて調査を行いました。カンボジアの中でも様々な階級、

生活状況の方にインタビューをしました。特に印象的だったのは、最終日前日に訪問した JICA カ

ンボジア事務所の現地職員のお二人（男女）のお話でした。現地職員の方はどちらも 40 代で大卒

です。それまでにインタビューをした 30 代以上の方の多くは経済的理由から学校の中退を余儀な

くされていました。そのため、「その当時、大卒はレアケースではなかったですか」と質問をしました。

お二人は「自分の周りでは特に大卒はレアケースではなかったです。」とおっしゃっていました。他

にも、授業が簡単で飛び級して勉強している少女がいる一方で、経済的理由から小学校を中退し

ているため、子どもの宿題が難しくて教えることができない、とおっしゃる方もいました。同じカンボ

ジアという国の中でも、生活状況や置かれている環境は確かに違っていて、それぞれがそれぞれ

の立場から物事を見つめているのだと強く実感しました。 

 

また、子どもを育てている方々のお話も興味深かったです。「自分が学校に通えなかった分、子ど

もには学校に通って良い教育を受けてほしい」とおっしゃる方が何人もいました。この言葉を聞くた

び、希望のバトンをつないでいる、そんな感覚を覚えました。バトンを託され、次の世代にバトンを

託す、そういった流れの中をカンボジアの人々は生きているのではないかと感じました。 

 

他にも、学校に対する不満を尋ねた際、ほとんどの方が、登下校の際の事故が心配だ、と答えた

ことが印象的でした。実際、カンボジアには信号が少なく、交通量も多いため、私も道路を渡るの

に苦労しました。「学校から無事に帰宅した子どもの顔を見て、とても安心する」とおっしゃる方が

いました。親の子に対する愛情、祈りのようなものを感じ、胸が熱くなったのを覚えています。 

 

シェムリアップ郊外・工房でのインタビュー 

（水色の帽子は現地ガイドのブティさん） 
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カンボジアではクメール語が公用語です。私は

「オークン（ありがとう）」と「チョムリアップ・スオ 

（こんにちは）」しか話せなかったので、うまく自

分の言いたいことが伝わらず、もどかしく感じる

こともありました。ただ、言語が理解できなくても、

多くの交流をすることができました。初日に訪問

した公立小学校では女の子たちが近づいてき

て、私たちに両手でも持ちきれないほどのプル

メリアの花をくれました。私がインタビューのお

礼に渡したお菓子を友達と分け合って食べている少年の後ろ姿もよく覚えています。また、シェム

リアップの工房視察では、記念撮影で隣の方と二人でハートの形を作って写真を撮りました。カン

ボジアの方々の明るい笑顔で何度も幸せな気持ちになりました。言葉は伝わらなくとも微笑みか

けるだけで伝わるものがあるのではないかと感じていました。 

 

その一方で、カンボジアの暗い影のような歴史

にも触れました。2 日目にはトゥール・スレン虐

殺博物館を訪問しました。こんなに残虐なこと

を同じ人間ができるのかと、目の前の光景を信

じることができませんでした。博物館内ではトゥー

ル・スレンで亡くなった方たちの写真が何百枚

も展示されていました。その方たちの眼差しを

忘れることができません。博物館を一緒に見て

まわったガイドのブティさんはポル・ポト政権下

での生活を経験していて、「今生きているのが夢のように思う」とおっしゃいました。「私の生活して

いる環境は恵まれているな」で終わらせてはいけないと強く感じました。 

 

ブティさんはポル・ポト政権終了後に徴兵を避けて教育を受けるために、実際の年齢から 4 歳年

齢を下げたから、自分の年齢が二つあるとおっしゃっていました。ポル・ポト政権が終わった後で

あっても多くの人が苦しみの中を何とか生活していたのだということに気づかされました。カンボジ

アの教育が諸外国に比べて遅れたのは、ポル・ポト政権下で教師などの知識人が失われたという

背景があります。ポル・ポト政権というカンボジアの悲しき歴史は完全に過ぎ去ったものではなく、

今もなおカンボジアに爪痕を残しているのだと感じました。 

 

タケオ・コオロギ養殖農家でのインタビュー 

プノンペン・JICA カンボジア事務所訪問 
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最終日前夜の夕食後の帰り道、工場から帰る

女性を荷台にぎゅうぎゅうに乗せたトラックが走

っていました。その様子を見て、トラックに乗る

女性一人一人に生活があって、守るべきものが

あるのだろう、とふと感じました。東京で毎日の

ように乗る満員電車の中では一度も感じたこと

のない感情でした。慣れない環境だからこそ、

普段気づけない学びがありました。私はこれか

ら日本で「カンボジア」という文字を見つけるた

びに、ブティさんやドライバーのロンさん、そのほかにもカンボジアで出会った多くの方々の顔を思

い出すのだと思います。そのことをとても嬉しく思うとともに、スタディツアーに参加してよかったと

心から感じます。 

 

結びとなりますが、快くインタビューを引き受けてくださった方々、ガイド・通訳をしてくださった

ブティさん、長旅を支えてくださったドライバーのロンさん、またスタディツアーを実施してくださり、

私たちの希望を最大限実現させようとしてくださった小田先生、平山先生に深く感謝いたします。

ありがとうございました。 

 

（生活科学部人間生活学科 2 年 三輪楓花） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【徽音祭実施報告】 

海外実習科目「国際共生社会論実習」成果発表（第 75 回徽音祭学術企画） 

トゥール・スレン虐殺博物館視察 

プノンペン・公立小学校でのインタビュー 夜のプノンペンの街 
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お茶の水女子大学グローバル協力センターで

は、全学共通科目として、開発途上国を巡る諸

相と国際協力・SDGs に関する理解を深める目

的で、海外実習科目「国際共生社会論実習」

「国際共生社会論フィールド実習」を毎年開講し

ています（今年度は「国際共生社会論実習」の

み）。 

 

2024 年度は、8 月 20 日から 28 日にかけて

ブータン現地調査（スタディツアー）を、9 月 20 日

から 27 日にかけてカンボジア現地調査（スタディツアー）を実施しました。 

 

11 月 9～10 日のお茶大大学祭「第 75 回徽音祭」では、学術企画、そして、この海外実習科目の

事後学習の一環として、スタディツアーに参加した学生（履修生）による調査成果発表や展示が行

われました。以下は発表・展示を行った学生による報告です。 

 

徽音祭発表（ブータン） 

11 月 9 日（土曜日）に、徽音祭にてブータンでの現地調査の成果を報告しました。会場に展示す

るポスターを各自作成し、当日展示しました。また、履修生で協力してブータン写真集と現地調査

の様子を紹介する動画を作成し、ポスターとともに展示・放映しました。口頭での発表では、ブータ

ンという国の紹介をしたあとに、現地調査の様子、そして履修生一人ひとりの調査結果を報告しま

した。会場は満席となり、実りのある発表ができたと思います。今回足を運んでくださった一人でも

多くの方に、ブータンに興味をもっていただけたら嬉しいです。 

 

ブータンという国は日本での認知度が低く、どこに位置しているのか分かる人は多くないのではな

いかと感じています。その中で、履修生はまずブータンという国について学ぶことから始め、その

過程でブータンが抱えているさまざまな課題を知りました。そして、各自の興味に応じた「教育」

「建築」「宗教」という観点から調査を行いました。その調査結果は各自が予想していた結果とは違

うものもありましたが、その一面も含めて文献調査のみでは得ることのできないブータンの一面を

伝えることができました。現地調査の重要性も含めて、有意義な調査結果を報告できたと思って

います。 

 

私自身、このような機会がなければブータンという国について知る機会はなかったと思います。現

展示の様子 
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地調査を通して、ブータンの人々の温かさを肌で感じ、ブータンという国の良さをより多くの方に知

ってほしいと強く感じました。本授業は 6 月から事前学習が始まり、8 月に現地調査、帰国後の 10

月に事後学習を行いました。約 5 ヶ月間の活動を通して、ブータンという国に対する理解はもちろ

ん、自分自身の内面での成長を実感することができました。本授業の集大成として開かれた報告

会は、自分自身が感じたことをさらに深く理解する非常に良い機会となりました。今回の経験を無

駄にせず、さらに高みを目指して努力を続けたいと思っています。 

 

（文教育学部人間社会科学科 2 年 渡辺夢子 ） 

 

 

徽音祭発表（カンボジア） 

11 月 10 日（日曜日）午後 12 時から 12 時 40 分までの 40 分間、国際交流留学生プラザ 2 階多目

的ホール C にて「国際共生社会論実習」を履修しカンボジアでのスタディツアーに参加した学生 4

名の調査研究の成果を発表しました。来場してくださった方々に私たちが学んだことについて楽し

く知ってもらえるようにクイズや動画を準備しました。また、9 日、10 日の 2 日間にわたり、各自の

調査研究テーマの内容をまとめたポスターの展示、カンボジアについての紹介動画を上映しまし

た。 

 

発表では、参加者の方から「調査結果と考察の間に飛躍が感じられる」「言葉の定義が不十分な

所がある」という有り難いご指摘をいただきました。短い時間の中で、論理の飛躍が無いように、

伝えたいことを過不足無くまとめることの難しさを改めて感じました。カンボジアについての予備知

識の無い方に、瞬時に理解してもらうことができるよう、言葉や構成を考えることが大切だと痛感

しました。ご指摘をいただくまでは、この成果発表会に対して「単に自分が学んだことを伝えるだけ

の場」という意識でいました。しかし、このようにフィ－ドバックをいただいたことで、発表とは、自分

クイズの様子 質疑応答の様子 
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の学びを他者に共有し、自分の発表から他者に何かを感じてもらったり考えてもらったりする、学

びの相互作用の場であるということに気づかされました。自分の学びを発信することの意義や責

任について再認識することができ、有意義な時間を過ごすことができました。 

 

6 月からこの発表会まで、履修生 4 人と共に事前学習、現地調査、事後学習に取り組んできまし

た。ふとした素朴な発見や疑問、お互いの研究テーマについて気軽に話し合うことができ、共に学

ぶ仲間がいたからこそ、より深い学びを経験することができたように思います。履修生皆で共に考

え、成長できた貴重な時間でした。この授業を通して得られた沢山の「気づき」について、考えるこ

とを止めず、さらには新たな自分の行動の原動力にし、今後の人生に活かしていきたいです。自

分とは異なる文化や習慣、価値観に触れ、自分の視野が大きく広がる瞬間の「ワクワク」を大切に

し、これからも積極的に学んでいきたいです。 

 

（文教育学部人文科学科 1 年 酒井友里） 

 

 

 

クイズの様子 発表の様子 
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4．資料 

 



140 
 

 

  



141 
 

（１）募集要項 

※お茶の水女子大学シラバスより抜粋。 

科目名 国際共生社会論実習 
国際共生社会論フィールド実習 

科目区分・科目種 全学共通科目 
共通科目（前期課程）修了要件外 

クラス 全学科 
博士課程共通 

単位数 2.0 単位 

履修年次 1～4 年 
博士前期課程 

担当教員 平山 雄大 
小田 亜紀子 

学期 通不定期 

受講条件・ 
その他注意 

履修希望者向け説明会（5 月開催）の後、履修希望者が提出する

語学試験の成績や小論文を総合的に審査し履修生を決定します。 
 事前学習（6～7 月）、現地調査（8 月もしくは 9 月、8 日間程

度）、事後学習（10～11 月）への参加が必須です。現地調査のみの

参加は認められません。 
 現地調査の訪問国及び日程はカンボジア（9月 19日出発、9月 27
日帰国）、ブータン（8 月 19 日出発、8 月 28 日帰国）を予定してい

ますが、先方国の事情等によって変更になる場合があります。また

新型コロナウイルスの状況次第では、現地調査の日程が大幅にずれ

ることや、現地に行くことができずに代替の活動を行うことも想定

されます。 
授業の形態 講義／実習・実技 

主題と目標 ■概要（主題） 
本科目は、開発途上国を巡る諸相と国際協力・SDGs に関する理

解を深めることを目的に実施する実習科目である。 
 履修生は、開発途上国における研究・国際協力の実績を有する担

当教員の指導のもとで、①事前学習（6～7 月）、②現地調査（8 月

もしくは 9 月、8 日間程度／訪問国はカンボジア、ブータンを予

定）、③事後学習（10～11 月）を行い、貧困、ジェンダー、教育、

地域間格差等のグローバルな課題についての理解を深める。 
 具体的には、①事前学習において、資料の購読・発表、外部有識

者による講演等を通して訪問国の歴史・政治経済・社会等に関する

理解を深めるとともに、履修生各自が興味関心・問題意識に則した

研究課題を設定し現地調査の計画を策定する。②現地調査では、各

自の研究課題に関連する諸機関の訪問・見学、都市部・農村部に暮

らす人々や住民組織へのインタビュー等を行うと同時に、その国に

根づく文化・価値観・生活様式に触れ、異文化への、もしくは開発
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途上国への自分なりの対峙の仕方を模索する（国際共生社会実現へ

のヒントを見つける）。帰国後は、③事後学習を通して現地調査の

内容を振り返り、研究課題に分析・考察を加え報告書を作成する。

また、徽音祭での発表を通してその成果を外部へ発信する。 
 
■到達目標 
1. 漠然とした興味関心・問題意識を、学術的な研究課題として組

み立てまとめる力を身につける。 
2. 現地調査の計画及び実践を通して、調査技法を身につける。 
3. 現地調査（特にインタビューの実践）を通して、英語によるコ

ミュニケーション能力を向上させる。 
4. プログラムを通して得た学びを、さらなる学習・研究や国際協

力の実践活動（インターンシップ、ボランティア等）に繋げ

る。 
授業計画 【①事前学習】（6～7 月） 

資料の購読・発表、外部有識者による講演等を通して訪問国の歴

史・政治経済・社会等に関する理解を深めるとともに、履修生各自

が興味関心・問題意識に則した研究課題を設定し現地調査の計画を

策定する。 
 
【②現地調査】（8 月もしくは 9 月、8 日間程度） 
計画に基づいて現地調査を実施し、履修生各自の研究課題に関連す

る諸機関の訪問・見学、都市部・農村部に暮らす人々や住民組織へ

のインタビュー等を行うと同時に、その国に根づく文化・価値観・

生活様式に触れ、異文化への、もしくは開発途上国への自分なりの

対峙の仕方を模索する。 
 
【③事後学習】（10～11 月） 
現地調査の内容を振り返り、研究課題に分析・考察を加え報告書を

作成する。また、徽音祭での発表（11 月 9 日 or 10 日）を通してそ

の成果を外部へ発信する。 
 
◆スケジュール 
・履修希望者向け説明会（5 月 8 日（水）12:30-13:00、5 月 10 日

（金）12:30-13:00） 
・場所は共通講義棟 2 号館 101 教室。 
両日同じ内容について説明する（前年度履修生からの概要報告も実

施予定）。履修希望者はどちらかに参加すること。 
 
・選考（5 月中旬～下旬） 
 
・オリエンテーション（6 月 12 日（水））12:20-13:10 
カンボジアチーム、ブータンチーム合同で実施。場所はグローバル

協力センター（学生センター棟 308 室）。 
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・事前学習（6～7 月） 
6 月 12 日（水）、19 日（水）、26 日（水）、7 月 3 日（水）、10 日

（水）、17 日（水）。場所はグローバル協力センター（学生センター

棟 308 室）。 
 
・現地調査（8 月もしくは 9 月、8 日間程度） 
訪問国及び日程はカンボジア（9 月 19 日出発、9 月 27 日帰国）、

ブータン（8 月 19 日出発、8 月 28 日帰国）を予定している。申請

時にどちらかを選択。 
 
・事後学習（10～11 月） 
10 月 2 日（水）、9 日（水）、16 日（水）、23 日（水）。場所はグ

ローバル協力センター（学生センター棟 308 室）。 
 
・徽音祭での発表 
11 月 9 日（土）or 10 日（日）。 
 
※事前学習及び事後学習に関して：カンボジアチームは毎週水曜

3-4 限（10:40-12:10）に、ブータンチームは毎週水曜 5-6 限

（13:20-14:50）に実施する。 
 

時間外学習 参考文献の講読等を通した授業の予習、発表に向けた準備、レポー

トを作成するにあたっての情報収集・文献調査等が必要です。 

 

（２）全体スケジュール 

履修説明会 05 月 08 日（水）12:30～13:00 共通講義棟 2 号館 101 教室 
05 月 10 日（金）12:30～13:00 同上 

履修者募集 05 月 08 日（水）～05 月 24 日（金） 
選考結果の通知 05 月 31 日（金） 
オリエンテーショ

ン 
06 月 12 日（水）12:20～13:10 グローバル協力センター 

事前学習 06 月 12 日（水）10:40～12:10 グローバル協力センター 
06 月 12 日（水）13:20～14:50 同上 
06 月 19 日（水）10:40～12:10 同上 
06 月 19 日（水）13:20～14:50 同上 
06 月 26 日（水）10:40～12:10 同上 
06 月 26 日（水）13:20～14:50 同上 
07 月 03 日（水）10:40～12:10 同上 
07 月 03 日（水）13:20～14:50 同上 
07 月 10 日（水）10:40～12:10 同上 
07 月 10 日（水）13:20～14:50 同上 
07 月 17 日（水）10:40～12:10 同上 
07 月 17 日（水）13:20～14:50 同上 
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海外安全講習会 
（出発直前打合

せ） 

08 月 09 日（金）17:00～18:00 オンライン 
09 月 17 日（火）12:20～13:10 グローバル協力センター 

現地調査 08 月 20 日（月）～28 日（水） （ブータン） 
09 月 20 日（金）～27 日（金） （カンボジア） 

事後学習 10 月   2 日（水）10:40～12:10 グローバル協力センター 
10 月 02 日（水）13:20～14:50 同上 
10 月 09 日（水）10:40～12:10 同上 
10 月 09 日（水）13:20～14:50 同上 
10 月 16 日（水）10:40～12:10 同上 
10 月 16 日（水）13:20～14:50 同上 
10 月 23 日（水）10:40～12:10 同上 
10 月 23 日（水）13:20～14:50 同上 

調査報告書提出締

切 
10 月 31 日（木） 

徽音祭での発表 11 月 09 日（土）11:30～12:20 （ブータン） 
11 月 10 日（日）12:00～12:40 （カンボジア） 

調査報告書（修正

版）提出締切 
11 月 29 日（金） 
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